別紙５
実習施設及び実習指導者の選定基準
１　実習施設

　　実習を行う施設について、次のとおり知事が適当と認める介護保険サービス事業所等において、実習を適切に実施するものとする。

(1) 入所施設等における介護実習

特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院、認知症高齢者グループホーム、特定施設入居者生活介護の指定を受けた有料老人ホーム、軽費老人ホーム及び養護老人ホーム、指定生活介護事業所、指定障害者支援施設（旧法の身体障害者療護施設、身体障害者更生施設、知的障害者更生施設、身体障害者授産施設、知的障害者授産施設、精神障害者授産施設、精神障害者生活訓練施設を含む）、指定障害児入所施設（旧法の指定肢体不自由児施設、指定肢体不自由児療護施設、指定知的障害児施設重度棟、指定重症心身障害児施設を含む）

(2) ホームヘルプサービス同行訪問

指定訪問介護、指定居宅介護事業所

  (3) 在宅サービス提供現場見学
指定通所介護、指定短期入所生活介護、指定小規模多機能型居宅介護事業所、指定生活介護事業所、訪問看護ステーション、地域包括支援センター等

２　実習指導者

実習指導者について、次により選定し、実習を適切に実施するものとする。
　　なお、実習指導者は、各施設の職員で、１実習施設に１名を選任し、受講者の管理や実習指導の責任を負うものである。
○実習指導者の要件
ア 介護福祉士又は介護員（実務者研修、介護職員初任者研修課程、介護職員基礎研修課程、１級課程又は２級課程修了者）で、３年以上介護の業務に従事している者
  　イ 看護師等で、３年以上看護の業務に従事している者
  　ウ 社会福祉士又は介護支援専門員で、３年以上当該業務に従事している者
３　各実習施設の実習指導者

各実習施設の実習指導者は、次のとおりとする。
(1) 上記１(1)については、上記２ア又はイとする。

　(2) 上記１(2)については、上記２ア又はイとする。

(3) 上記１(3)については、上記２ア、イ又はウとする。

　
